
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～～  原原子子力力のの研研究究開開発発利利用用にに携携わわるる皆皆様様にに  ～～  

 

「原子力コード」 

利用に関するご案内 

 2023 年 10 月 

一般財団法人 高度情報科学技術研究機構 

    コードセンター 

 



  

 

もくじ 

 

 

 

原子力コードとは ························· - 1 - 
 

原子力コードの利用に関する FAQ ·················· - 2 - 
 

RIST のホームページ ························ - 3 - 
 

原子力コードセンターのホームページ ················ - 4 - 
 

原子力コードセンターの利用に関するご案内 ············· - 5 - 
 

JAEA コードの利用申込み ····················· - 6 - 
 

ＱＳＴコードの利用申込み ····················· - 7 - 
 

INSS コードの利用申込み ······················ - 8 - 
 

その他コードの利用申込み ····················· - 9 - 
 

RSICC ユーザ会のホームページ ··················· - 10 - 
 

RSICC ユーザ会の利用に関するご案内 ················ - 11 - 
 



 - 1 - 

原子力コードとは 

 

 

原子力コードの分類 

 

A． 核断面積・共鳴積分計算  

B． エネルギースペクトル、群定数作成、格子計算  

C． 原子炉静特性設計コード  

D． 燃焼計算、燃料管理、コスト分析、発電プラント経済性分析  

E． 原子炉反応度解析  

F． 空間依存動特性、核熱水力結合原子炉シミュレーション  

G． 放射線安全解析、原子炉事故解析  

H． 伝熱工学  

Ｉ． 原子炉構造解析  

J． γ線発熱計算、遮蔽設計  

K． 原子炉システム解析  

L． 入力データ作成コード  

M． データ管理  

N． 出力データ処理  

O． 実験データ処理  

P． 関数計算、統計解析、特殊言語ルーチン  

Q． 材料特性  

R． 環境、地球科学  

T． 電子工学、工学機器、エネルギーシステム研究 

U． 化学  

V． 粒子加速機と高電圧機設計  

W． 物理  

X． プラズマ物理、核融合  

Y． 積分実験データ、データベース、ベンチマーク  

Z． 核データ 
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原子力コードの利用に関する FAQ 

原子力コードの提供・配付の仕組み 
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～ RIST のホームページ ～ 

こちらから利用できます 

 
 
 

https://www.rist.or.jp/ 

https://www.rist.or.jp/
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～ 原子力コードセンターのホームページ ～ 

JAEA、QST、INSS、その他コードの配付 

 
 

https://www.rist.or.jp/nucis/ 

E-mail：rist-code-center@rist.or.jp 

https://www.rist.or.jp/nucis/
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原子力コードセンター（以下、コードセンター）は、原子力の分野で利用されるソフトウェア

（原子力コード）のうち 日本原子力研究開発機構（JAEA） が開発し、機構外利用指定された

JAEA コード、量子科学技術研究開発機構（QST) が開発し、機構外利用指定された QST コー

ド、原子力安全システム研究所（INSS）が開発した INSS コード、その他国内機関が開発し、

提供するコードを配付しています。 

 

【NEA コード配付終了のお知らせ】 

2020 年 4 月 1 日より NEA コードのシングルユーザライセンス化と、利用者への直接ダウ

ンロード配付サービスを開始することになりました。それに伴い、原子力コードセンターによる

NEA コード配付サービスは終了させていただくこととなりました。 

2020 年 4 月 1 日以降、NEA コードを新たに入手される場合は、直接 NEA データバンク

（URL: https://www.oecd-nea.org/dbcps/）へお申込みください。また、新たに NEA デー

タバンクへの機関登録が必要な場合は、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構経由で手続き

をお願いいたします（脱退、登録情報変更についても同様）。 

詳細は、（URL: https://ccse.jaea.go.jp/research/nea-databank/）をご参照ください。 

 

【加盟及び退会手続き】 

2020 年 4 月 1 日よりコードセンターへの加盟は不要になりました。個人の方もご利用可能

となりました。 

 

【登録コード一覧】（記載例） 

                               Material             Abstract        Received 
  Name of Program       Lang.  Available  Computer   Number    Date  From 
|---------------------+-------+----------+--------+----------+------+-------| 
ANISN-JR   F4 S TLB R      FM20    C082    C  0581  JAEA  

 

FSKY4CVER.1.0         FV     SETL  R      PC              J  1209  INSS 

 

IRACM                 F7     S TL  A      UNIX            G  0619  QST 

※ コードセンターの登録コード一覧に掲載されていないコードは、提供元の JAEA、QST 等  

国内機関から取り寄せ、コードセンターへの登録を経て申込者に配付します。 

 

【コードの検索】 

各種の専門分野でどのようなコードが利用できるかを、コードセンターホームページ「JAEA

コードの検索（PRODAS）」、「QST コード一覧」で調べることができます。 

 

【コードの配付手数料】 

コード１件につき、一律 13,420 円（税込）です。これはコードセンター運営費用の一部を

含め、配付に係る諸経費を賄うための料金です。コードのライセンスを購入する料金ではないこ

とをご理解ください。 

原子力コードセンターの利用に関するご案内 

 

～ 

～ 

http://www.jaea.go.jp/
https://www.oecd-nea.org/dbcps/
https://ccse.jaea.go.jp/research/nea-databank/
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◆◆◆◆◆ JAEA コードの利用申込み ◆◆◆◆◆ 

◇【登録コード一覧】の Received From が JAEA と表示されているコードが 

対象です。 

◇ JAEA コードは利用申請をして、利用許諾を得ていない方は利用することが 

できません。利用申込書は利用者毎に作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「JAEA プログラム等 

利用申込書・誓約書のご案内」 

https://www.rist.or.jp/nucis/ 

「利用手続き－登録コードの利用申込」 

JAEA コード利用のページはこちらから

よりお申込みください。 

 

① 利用申込書と誓約書の様式（Word 

ファイル）をダウンロード。これらの文書

に所定の事項を入力してください。 

（利用目的は具体的に、また自社内利用か

商用利用かを明示） 

 

③ 「JAEA プログラム等発送先」 

必要事項を入力のうえ Web 送信してく

ださい。（受付）のメールを配信します。 

② E-mail で 

rist-code-center@rist.or.jp 宛に送信 

・メールの件名： 

利用申込書（プログラム名_機関名_個人

名） 

・添付ファイル名： 

利用申込書（プログラム名_機関名_個人

名） 

④ JAEA の許諾手続き後に、利用許諾

通知書、メディア、請求書を発送いたし

ます。所属機関のない個人の方は入金確

認後の発送となります。 

利用者 

https://www.rist.or.jp/nucis/request_jaea.html
https://www.rist.or.jp/nucis/request_jaea.html
https://www.rist.or.jp/nucis/
http://www.rist.or.jp/nucis/center/riyou.doc
mailto:rist-code-center@rist.or.jp
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◆◆◆◆◆ ＱＳＴコードの利用申込み ◆◆◆◆◆ 

◇ 対象コード                        （2023 年 10 月現在） 

１ AEOLUSE1 自由境界・抵抗性 MHDモード解析コード 
２ EDDYCAL トカマク装置の総合的な過渡電磁解析計算コード 
３ IRACM 放射化量計算コードシステム 
４ SCUBA 生体高分子動力学シミュレーションシステム 

◇ QST コードは利用申請をして、利用許諾を得ていない方は利用することが 

できません。利用申込書は利用者毎に作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＱＳＴプログラム等 

利用申込書・誓約書のご案内」 

https://www.rist.or.jp/nucis/ 

「利用手続き－登録コードの利用申込」 

 QST コード利用のページはこちらから

よりお申込みください。 

 

① 利用申込書と誓約書の様式（Word 

ファイル）をダウンロード。これらの文書

に所定の事項を入力してください。 

（利用目的は具体的に、また自社内利用か

商用利用かを明示） 

 

② E-mail で 

rist-code-center@rist.or.jp 宛に送信 

・メールの件名： 

利用申込書（プログラム名_機関名_個人

名） 

・添付ファイル名： 

利用申込書（プログラム名_機関名_個人

名） 

③ 「QST プログラム等発送先」 

必要事項を入力のうえ Web 送信してく

ださい。（受付）のメールを配信します。 

④ QST の許諾手続き後に、利用許諾通

知書、メディア、請求書を発送いたしま

す。所属機関のない個人の方は入金確認

後の発送となります。 

利用者 

https://www.rist.or.jp/nucis/request_qst.html
https://www.rist.or.jp/nucis/request_qst.html
https://www.rist.or.jp/nucis/
http://www.rist.or.jp/nucis/center/riyou.doc
mailto:rist-code-center@rist.or.jp
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◆◆◆◆◆ INSS コードの利用申込み ◆◆◆◆◆ 

◇ 対象コード                      （2023 年 10 月現在） 

１ FSKY4CVER.1.0 スカイシャイン線高速計算プログラム 
◇ INSS コードは利用申請をして、利用許諾を得ていない方は利用することが 

できません。利用申込書は利用者毎に作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「INSS プログラム 

利用申込書・誓約書のご案内」 

https://www.rist.or.jp/nucis/ 

「利用手続き－登録コードの利用申込」 

INSS コード利用のページはこちらから

よりお申込みください。 

 

① 利用申込書と誓約書の様式（Word 

ファイル）をダウンロード。これらの文書

に所定の事項を入力してください。 

（利用目的は具体的に、また自社内利用か

商用利用かを明示） 

  

② E-mail で 

rist-code-center@rist.or.jp 宛に送信 

・メールの件名： 

利用申込書（FSKY4CVER.1.0_機関名_

個人名） 

・添付ファイル名： 

利用申込書（FSKY4CVER.1.0_機関名_

個人名） 

③ 「INSS プログラム発送先」 

必要事項を入力のうえ Web 送信してく

ださい。（受付）のメールを配信します。 

④ INSS の許諾手続き後に、利用許諾通

知書、メディア、請求書を発送いたしま

す。所属機関のない個人の方は入金確認

後の発送となります。 

利用者 

https://www.rist.or.jp/nucis/request_inss.html
https://www.rist.or.jp/nucis/request_inss.html
https://www.rist.or.jp/nucis/
http://www.rist.or.jp/nucis/center/riyou.doc
mailto:rist-code-center@rist.or.jp
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◆◆◆◆◆ その他コードの利用申込み ◆◆◆◆◆ 

◇【登録コード一覧】の Received From が“JAEA”と“QST”と“INSS”以外の

全てのコードをいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.rist.or.jp/nucis/ 

「利用手続き－登録コードの利用申込」 

その他コード利用のページはこちらから

よりお申込みください。 

 

① 所定の項目（申込年月日、住所、利用者

氏名、外国籍の方は上陸許可日、電話番号、

E-mail、使用機種、OS、プログラム名）

を入力のうえ Web 送信してください。 

② （受付）のメールを配信します。メディ

ア、請求書を発送いたします。所属機関の

ない個人の方は入金確認後の発送となりま

す。 

利用者 

「その他コードの利用について」 

https://www.rist.or.jp/nucis/
https://www.rist.or.jp/nucis/request_other.html
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～ RSICC ユーザ会のホームページ ～ 

RSICC コードの配付 

 
 
 

https://www.rist.or.jp/rsicc/ 

E-mail：rist-rsicc-ug@rist.or.jp 

 

https://www.rist.or.jp/rsicc/
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米国オークリッジ国立研究所 RSICC が提供している「RSICC コード」には、原子力利用の

初期の時代に開発され、更新を重ねて、現在でも世界中で使用されているコードが多数ありま

す。RSICC コードの利用は個人が RSICC に利用者登録を行い、直接申し込むこともできます

が、RIST は RSICC との契約で日本の RSICC コード配付機関となり、会員制の RSICC ユー

ザ会を通して、会員機関が迅速に RSICC コードを利用できる体制を維持しています。 

RSICC ユーザ会の会員になるためには、RSICC ユーザ会ホームページの「会員登録申込用

紙」で会員登録申請を行い、所定の会費 203,704 円/年（税込）を納入して頂く必要があり

ます。 

◆◆◆◆◆ RSICC コードの利用申込み ◆◆◆◆◆ 

RSICC コードは利用者が RSICC ユーザ会にお申込みください。 

ただし、コード配付料 1 件当たり 509 円（税込）が発生しますので、必ず連絡員に通知 

してください。（コード配付料は年度末に一括してお支払い頂いています。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コード利用申込みについて」 

「RSICC ユーザ会」 （ https://www.rist.or.jp/rsicc/ ） 

② Single-User Software License

及び Software Export Control 

Understanding and Agreement

の 2 つの文書ファイルをダウンロー

ドし、それらをプリント出力してくだ

さい。それぞれの記載事項をよくお読

み頂き、内容をご了解の上、各コード

について記入、署名してください。 

① RSICC ユーザ会・コード利用 

申込書に入力、Web 送信 

・機関名、利用者氏名、国籍、送付先 

・使用計算機種、OS 

・コード名とアブストラクト ID 

・利用目的（具体的に） 

③ 上記文書を以下宛てに FAX 送信 

送信先：029-282-4282 

RSICC ユーザ会の利用に関するご案内 

 

利用者 

https://www.rist.or.jp/rsicc/riyou.php
https://www.rist.or.jp/rsicc/
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【MEMO】 

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                 



 

[東海事務所］  〒319-1106 

         茨城県那珂郡東海村白方白根 2 番地の 4 

TEL : 029-282-8309   FAX : 029-282-4282 

[東京事務所］  〒105-0013 

東京都港区浜松町 1 丁目 18 番 16 号 住友浜松町ビル 7 階 

         TEL : 03-6433-0670   FAX : 03-6433-0673 

[神戸センター］  〒650-0047 

兵庫県神戸市中央区港島南町 1 丁目 5 番 2 神戸キメックセンタービル 

         TEL : 078-599-9511   FAX : 078-599-9512  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人 高度情報科学技術研究機構 (RIST) 
Research Organization for Information Science & Technology 
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